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資料４

遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に
関する法律（カルタヘナ法）に係る申請案件の検討状況について
（平成１７年４～６月分）

平成17年7月26日
農林水産技術会議事務局

技術安全課

○ 農林水産技術会議の意見を送付した案件について（報告）
、 、 、平成１７年４～６月においては 下表のとおり 第一種使用規程４件

第二種使用規程１件について学識経験者からの意見の提出があり、農林
水産技術会議としてもこれらの意見は適切である旨意見を付して、消費
・安全局長に送付した。

〈第一種使用規程〉

申 請 案 件 第一種使用等の内容 検討会開催日 学識経験者からの 意見送付月日
意見

食用又は飼料用に供 平成１６年【日本モンサント（株 】）

除草剤グリホサート 月２３日するための使用、栽 ７
耐性アルファルファ 平成１７年培、加工、保管、運
（J-101） １月２８日搬及び廃棄並びにこ

２月１８日れらに付随する行為
３月２３日

食用又は飼料用に供 平成１６年 平成１７年【日本モンサント（株 】） 「生物多様性影
するための使用、栽 ７ ４月２１日除草剤グリホサート 月２３日 響の生ずるおそ

耐性アルファルファ 平成１７年 れはないとした培、加工、保管、運
（J-163） １月２８日 生物多様性影響搬及び廃棄並びにこ

２月１８日 評価書の結論はれらに付随する行為
３月２３日 妥当」

食用又は飼料用に供 平成１６年【日本モンサント（株 】）

除草剤グリホサート 月２３日するための使用、栽 ７
耐性アルファルファ 平成１７年培、加工、保管、運
（J-101×J-163） ２月１８日搬及び廃棄並びにこ

３月 ４日れらに付随する行為
３月２３日

食用又は飼料用に供 平成１７年【日本モンサント（株 】）

除草剤グリホサート するための使用、加 平成１７年３月 ４日
耐性ワタ 工、保管、運搬及び ４月２８日 ６月２４日
(MON88913) 廃棄並びにこれらに ６月 ９日

付随する行為

注）検討会開催日欄の（ ）内は農作物分科会、それ以外は総合検討会である。

〈第二種使用規程〉

申 請 案 件 第二種使用等の内容 検討会開催日 学識経験者からの 意見送付月日
意見

ポリオ生ワクチン検 「拡散防止措置は【 財）実験動物中央研究（

定用実験動物の生産 平成１７年 有効。なお、運動 平成１７年所】

ポリオウイルス受容 及び販売を目的とし ５月 ９日 能力等で、宿主と ５月２５日
体遺伝子導入マウス たポリオウイルス受 異なる性質が認め
(PVR , 容体遺伝子導入マウ られた場合、報告Mus musculus
G.) スの育成及び繁殖 を求めることとす

(Tg PVR21/IQI) る」
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第一種使用規程の意見送付状況

平成１７年６月３０日現在

承 認 件 数 経過措置
作物名 意見送付数

うち栽培 うち栽培うち隔離圃場等
（使用期限終了）

３ｱ ﾙ ﾌ ｧ ﾙ ﾌ ｧ

１８イ ネ ２０ １８
(2) (2)

５カーネー ５ ５
ション

１ ３ダ イ ズ １ １

１テンサイ １ １

１０ １０ ４トウモロコシ １７ １３ ３
(1) (1)

１ベントグラス １ １

１ワ タ ９ ７
(1) (1)

１０ ２ナ タ ネ

１パパイヤ

６合 計 ５７ ４６ １６ ２４ ２４
(4) (4)

注 「隔離圃場等」には隔離圃場における栽培の他、一般圃場であるが、栽培場所を限定した承認）
も含む。また （ ）内は使用期限が終了しているもので内数である。、

第二種使用規程の意見送付状況

平成１７年６月３０日現在

動物名 意見送付数 確 認 件 数

８マ ウ ス ８

１ラ ッ ト １

９合 計 ９



第１種使用等の場合の承認手続き（第１種使用規程の承認）

農林水産省

消費・安全局農産安全管理課が
申請書を審査、受理

生物多様性影響評価検討会

承認可否等の結果を通知・公表
（農林水産大臣と環境大臣の連名）

検討会の意見を提出

パブリック・コメントの実施
（農林水産省と環境省の共同実施）

事務局は環境省の協力を得て農林水産省消費・安全局
農産安全管理課が担当

申請書の回付

申請者

農作物分科会 水生生物分科会 微生物分科会

分 科 会
技術安全課 共同で開催 野生生物課

技術安全課

分科会の意見の報告

野生生物課

農産安全管理課 ・ 野生生物課承認の可否の検討

共同で開催

回答

総合検討会

農林水産省技術会議事務局長と環境省自然環境局長が連名で検討会
委員を選定（手順）

委員の選定に当たっては、名簿に記載されている
学識経験者のうちから分野別に当てる。

農林水産技術会議事務局
技術安全課

環境省

自然環境局野生生物課

意見が適当であるかどうかの判断
（会長専決事項、４半期に１度技術会
議に報告）

農林水産技術会議

林木分科会
（H17.4設置）

（参考）



第２種使用等の場合の確認手続き（拡散防止措置の確認）

農林水産省

確認可否等の結果を通知・公表
（農林水産大臣名で通知）

検討会の意見を提出

申請書の回付

申請者

農産安全管理課確認の可否の検討

農林水産技術会議事務局
技術安全課

回答

技術安全課

農林水産技術会議事務局長が検討会委員を選定

意見が適当であるかどうかの判断
（会長専決事項、４半期に１度技術会議に報告）

農林水産技術会議

消費・安全局農産安全管理課が
申請書を審査、受理

拡散防止措置確認会議

動物検討会 微生物検討会


